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高
二
十
四
回
卒
生
は
、
卒

業
し
て
か
ら
約
半
世
紀
を
過

ご
し
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
途
上
、
才
能
を
惜
し
ま

れ
な
が
ら
旅
立
っ
た
者
、
遠

回
り
、
先
回
り
を
し
て
き
た

者
な
ど
の
こ
と
を
思
い
浮
か

べ
な
が
ら
時
々
同
期
会
に
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
を
静
か
に
思
い
遣

り
、
い
さ
さ
か
躓
い
た
者
に

暖
か
な
視
線
を
送
る
そ
ん
な

年
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
活
は
か
な
り
自

由
な
校
風
の
中
で
過
ご
し

ま
し
た
。
二
本
の
白
線
が

入
っ
た
帽
子
、
被
る
意
味
を

話
し
合
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
校
内
球
技
大
会
は
全

ク
ラ
ス
の
対
抗
戦
で
上
級

生
に
勝
っ
た
り
も
し
ま
し

た
。
エ
ン
ト
リ
ー
制
の
実
力

テ
ス
ト
と
い
う
も
の
が
あ

り
、
全
学
年
が
同
じ
試
験
問

題
に
挑
戦
し
、
成
績
順
位
が

校
長
室
の
あ
る
廊
下
に
張

り
出
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

二
年
で
は
誰
だ
な
な
ど
と

秀
才
達
が
話
し
合
っ
て
い

ま
し
た
。
米
山
登
山
、
帰
り

の
八
号
線
で
先
輩
と
い
っ

し
ょ
に
女
子
大
生
の
車
を

ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
す
る
そ
ん

な
楽
し
み
も
あ
り
ま
し
た
。

　

校
内
に
は
切
磋
琢
磨
の
土

壌
と
お
か
し
な
一
体
感
が
あ

り
ま
し
た
。
い
ま
、
高
校
生

は
元
気
に
楽
し
ん
で
い
る
で

し
ょ
う
か
。

　

貴
重
な
三
年
間
を
そ
の
後

輝
く
た
め
の
下
積
み
生
活
に

す
る
こ
と
な
く
、
自
由
を
広

げ
て
い
く
起
点
に
し
て
ほ
し

い
気
が
し
ま
す
。

　

還
暦
記
念
に
同
期
会
で
打

ち
上
げ
た
ス
タ
ー
マ
イ
ン
、

次
は
古
希
？
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会
の
円
滑
な
運
営
の
た
め

　
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
き
た
く
、

　
　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

　
　
　
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
か
っ
た
。
新
聞
を
見
る
と

Iraq invaded Kuwait

と
書
い
て
あ
る
。
湾
岸
戦
争

の
始
ま
り
だ
っ
た
。
シ
ャ
キ

ヤ
は
「
ネ
パ
ー
ル
は
た
ぶ

ん
ゴ
ル
カ
兵
を
出
す
。
ク

ウ
ェ
ー
ト
を
助
け
に
行
く
。

日
本
は
ど
う
す
る
ん
だ
？
」

と
言
っ
て
い
る
。

　
「
日
本
は
・
・
・
・
」
と

私
は
答
え
に
詰
ま
っ
た
。
そ

の
こ
と
が
私
の
Ｕ
タ
ー
ン
の

き
っ
か
け
の
一
つ
と
な
っ

た
。
三
十
年
近
く
が
経
ち
、

私
は
こ
の
立
場
で
「
怒
涛
」

に
寄
稿
す
る
こ
と
に
な
る
と

は
思
い
も
し
な
か
っ
た
。

　

私
は
二
十
七
年
前
Ｕ
タ
ー

ン
し
た
。
私
の
父
も
柏
崎
商

業
を
卒
業
し
た
後
、
東
京
で

働
い
て
い
た
が
そ
の
後
戻
り
、

柏
崎
信
用
金
庫
で
長
年
お
世

話
に
な
っ
た
。
私
の
長
男
も

関
西
で
農
業
関
係
の
会
社
に

内
定
を
頂
い
て
い
た
が
、
私

が
こ
の
よ
う
な
立
場
に
な
っ

た
の
で
急
遽
戻
り
、
私
が
経

営
し
て
い
た
学
習
塾
を
引
き

継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。

　

私
自
身
は
東
京
杉
並
に
あ

る
女
子
美
術
大
学
附
属
高
等

学
校
で
五
年
間
教
員
を
務

め
、
辞
め
、
柏
崎
に
戻
り
、

今
に
至
る
。
女
子
美
は
素

晴
ら
し
い
学
校
で
あ
っ
た
。

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
生
徒
た
ち

で
あ
っ
た
。
今
で
も
「
た
ん
ね

の
あ
か
り
」
は
じ
め
多
く
の

お
付
き
合
い
、
つ
な
が
り
が

あ
る
。あ
り
が
た
い
こ
と
だ
。

　

私
は
そ
の
女
子
美
を
捨

て
、
そ
れ
で
も
未
だ
助
け
ら

れ
て
い
る
。
柏
崎
は
か
つ
て

私
を
厳
し
く
鍛
え
、
そ
し
て

助
け
て
く
れ
た
。
私
は
柏
崎

の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
。

ふ
る
さ
と
と
は
そ
う
い
う
と

こ
ろ
で
あ
る
。
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
、
定
住
。
柏
崎
に
皆
さ
ん

の
力
を
、
セ
ン
ス
を
、
思
い

を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。
お
願

い
し
ま
す
。

柏
崎
に
戻
る
と
い
う
選
択
肢

柏
崎
市
長　

桜 

井 

雅 

浩

（
高
33
回
）

『
母
校
は
』

当
番
幹
事
長
　
山
　
田
　
　
秀

（
高
24
回
）

『
母
校
は
』

当
番
幹
事
長
　
山
　
田
　
　
秀

（
高
24
回
）

【野球部】
○第136回北信越地区高

等学校野球新潟県大会
2回戦 5－1 塩沢商工
3回戦 2－3 長岡商

【バスケットボール部】
◆男子
○第71回近県バスケット

ボール大会
柏崎79－55長岡高専
柏崎58－71新潟南

○春季上越地区大会
第3位

○県総体　ベスト16
柏崎103－84中越
柏崎73－78十日町

◆女子
○第71回近県バスケット

ボール大会
柏崎 37－53 長岡

○春季上越地区大会
第3位

○県総体
柏崎43－64新潟清心女子

【バレーボール部】
◆男子
○柏崎選手権　第2位
○春季地区大会

1回戦0－2高田
○県総体

1回戦2－0塩沢商工
2回戦0－2北越

◆女子
○柏崎選手権　第2位
○春季地区大会第3位

○県総体
1回戦1－2新潟商業

【サッカー部】
○春季地区大会　第3位

準決勝 1－2 高田
3決 5－1 関根学園

○県総体
1回戦2－1三条東
2回戦0－7日本文理

【ハンドボール部】
◆男子
○春季地区大会　第2位
○県総体　第3位
◆女子
○春季地区大会　第4位
○県総体　第3位

【陸上競技部】
◆男子
○春季上越地区大会
 100m 1位 山﨑智晴
 200m 1位 山﨑智晴
 5000m 8位 毛見　直
 400mH 3位 小林陸玖
　　　　　5位 大林歩夢
 3000mSC 2位 毛見　直
  6位 内山　光
 4×100mR　3位

秋元、山﨑、生田、伊勢
 4×400mR  5位

伊勢、山﨑、萩野、小林
 走高跳 6位 和田栄祐
 棒高跳 3位 伊勢隼人
  4位 生田峰之
  6位 小林陸玖
 三段跳 5位 大橋寛人
 八種競技5位 和田栄祐
○県総体
 100m 4位 山﨑智晴
 200m 6位 山﨑智晴
 棒高跳 4位 伊勢隼人
  8位 生田峰之

以上山﨑、伊勢の2名
北信越大会出場

◆女子
○春季上越地区大会
 100m 1位 永井あかね
  7位 小野花織
 200m 1位 永井あかね
  5位 戸田七海
 400m 1位 永井あかね
  5位 戸田七海
 800m 7位 室星咲彩
 1500m 5位 室星咲彩
 3000m 6位 室星咲彩
 100mH 1位 加藤多英
  3位 松井愛音
 4×100mR　7位

勝海、永井、下條、小野
 4×400mR　2位

戸田、永井、勝海、武田
 走高跳 2位 真貝　葵
  8位 下條怜香
 棒高跳 2位 熊木菜緒
  3位 勝海新奈
  4位 小野花織
 走幅跳 2位 小野花織
  8位 武田沙来
 円盤投 5位 伏江眞奈
 やり投 4位 伏江眞奈
  8位 下條怜香
 七種競技3位 下條怜香
  6位 松井愛音
○県総体
 200m 6位 永井あかね
 400m 3位 永井あかね
 100mH 8位 加藤多英
 4×100mR　7位

小野、永井、戸田、勝海
 走高跳 7位 真貝　葵
 棒高跳 2位 熊木菜緒
  4位 勝海新奈
  6位 小野花織
 走幅跳 7位 小野花織
 七種競技 6位 下條怜香

以上永井、熊木、勝海の
3名北信越大会出場

【ソフトテニス部】
◆男子
○春季上越地区大会

個人戦　ベスト8
　村山海斗・金子祐大
団体戦　準優勝

2回戦 2－1柏崎常盤
準決勝2－1関根学園
決勝　1－2新潟産大附属

○県総体
団体戦　ベスト16

2回戦2－1小千谷西
3回戦1－2新発田南

◆女子
○春季上越地区大会

個人戦
ベスト4
　田村真奈実・加藤柚衣
ベスト8
　山本　蘭・山口真由
ベスト16
　松田未来・猪浦春香
ベスト16
　永井千尋・品川明里
以上4ペア県総体出場
権獲得
団体戦　優勝

2回戦 3－0柏崎常盤
準決勝2－0高田北城
決勝　2－0新潟産大附属

○県総体
団体戦　ベスト8

2回戦 3－0燕中等
3回戦 2－0十日町
準々決勝0－2中越

【卓球部】
◆男子
○春季上越地区大会

学校対抗戦3位
県総体出場権獲得

シングルス戦 
ベスト4 　新保雄也
ベスト16　中濱拓哉

ベスト24　大渕　歩
以上3名県総体出場権獲得

○県総体
学校対抗戦

日本文理3－2柏崎
ダブルス戦

ベスト16
　中濱・新保ペア

シングルス戦
ベスト8　新保雄也

北信越大会出場権獲得
◆女子
○春季上越地区大会

学校対抗戦4位
県総体出場権獲得

シングルス戦
ベスト16 高橋沙弥
 松木　礼
ベスト24 片山萌花
 綱島　英
ベスト27 安中まひる

以上5名県総体出場権
獲得

○県総体
学校対抗戦

新津3－2柏崎
ダブルス戦

ベスト32
　片山・綱島ペア
　安中・高橋ペア

シングルス戦
ベスト32　片山萌花

【バドミントン部】
○春季地区大会
◆男子

シングルス
2位　佐々木　葉

◆女子
シングルス

優勝 眞貝佳央梨
3位 田邉芽久

ダブルス
優勝

　眞貝佳央梨・田邉芽久
3位
　小笠原葵・北村奈緒

○県総体
◆男子

学校対抗戦
2回戦3－1阿賀黎明
3回戦2－3高田農業

シングルス出場
　佐々木　葉

◆女子
学校対抗戦

2回戦3－2新潟商業
3回戦1－3佐渡総合

ダブルス出場
眞貝佳央梨・田邉芽久
小笠原葵・北村奈緒

シングルス出場
　眞貝佳央梨、田邉芽久

【テニス部】
○春季地区大会
◆女子

シングルス
優勝　平野有芽
ベスト8　須田千晴
 志賀　南

ダブルス
ベスト8
　平野有芽・須田千晴
　長井梨里・志賀南

○県総体
◆男子

団体　1回戦0－3長岡
◆女子

団体　2回戦3－0小出
　　　3回戦0－2新潟南

【写真部】
○高文連写真専門部

第21回撮影大会
　入選　大谷一葉

【吹奏楽部】
○第13回演奏会開催

4月22日アルフォーレ

各部活動の足跡

　

一
九
九
〇
年
八
月
三
日
、

私
は
ネ
パ
ー
ル
の
首
都
カ
ト

マ
ン
ド
ゥ
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

に
い
た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
、
サ
フ
ァ
リ
、
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
を
終
え
て
体
力

も
お
金
も
使
い
果
た
し
、
一

泊
五
〇
〇
円
の
部
屋
で
帰
国

の
便
を
待
っ
て
い
た
の
だ
。

　

朝
、
シ
ャ
キ
ヤ
と
い

う
ネ
パ
ー
ル
の
少
年
が

RisingNepal

と
い
う
英

字
新
聞
を
持
っ
て
飛
び

込
ん
で
き
た
。「
マ
サ
ヒ

ロ
！
日
本
は
ど
う
す
る
ん

だ
？
」
私
は
訳
が
分
か
ら

母
校
の
今
年
度
進
路
状
況

　

柏
崎
高
等
学
校
の
平
成
28
年
度
大
学
入
試
等
の
結
果

が
ま
と
ま
っ
た
。
卒
業
生
182
名
中
、
国
公
立
大
学
進
学

者
は
60
名
、
私
立
大
学
進
学
者
は
83
名
、
そ
の
他
、
短

期
大
学
3
名
、
専
門
学
校
17
名
、
就
職
1
名
、
そ
の
他

18
名
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
四
年
制
大
学
と
短
期
大

学
を
合
わ
せ
た
大
学
等
進
学
率
は
80
％
で
、
昨
年
よ
り

9
％
低
下
し
、
国
公
立
、
私
立
大
学
と
も
に
難
関
大
学

の
進
学
者
数
が
少
な
か
っ
た
。
難
関
国
立
大
学
は
筑
波

大
学
1
名
、
大
阪
大
学
1
名
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
医
学

部
医
学
科
に
は
新
潟
大
学
医
学
部
医
学
科
に
2
名
進
学

し
た
。
大
学
別
の
進
学
者
数
は
次
の
通
り
。

[国公立大学] 大　学 進学
新潟医療福祉 4
新潟工科 1
新潟青陵 1
新潟薬科 1
金沢工業 2
愛知学院 1
びわこ成蹊スポーツ 1
京都女子 1
同志社 1
龍谷 1
近畿 1
天理 1
九州看護福祉 1

大　学 進学
北見工業 1
釧路公立 1
秋田県立 1
秋田公立美術 1
山形 2
会津 1
福島 1
茨城 1
筑波 1
群馬 2
前橋工科 2
埼玉 2
埼玉県立 3
千葉 1
神奈川県立保健福祉 1

大　学 進学
上越教育 1
長岡技術科学 2
新潟 18
新潟県立 1
新潟県立看護 1
富山 4
富山県立 1
金沢 2
都留文科 1
信州 2
大阪 1
島根 1
広島 1
長野 3

大　学 進学
長野県短大 1
富山福祉短大 1
東京交通短大 1

大　学 進学
北翔 1
国際医療福祉 1
女子栄養 1
獨協 1
文教 2
秀明 2
千葉工業 3
桜美林 1
杏林 1

大　学 進学
慶応義塾 1
駒澤 2
昭和女子 1
白梅学園 1
実践女子 1
専修 4
大正 3
拓殖 1
玉川 1
中央 2
津田塾 1
帝京 1
帝京科学 1
東海 2
東京家政 1
東京工科 2

大　学 進学
東京農業 2
東京福祉 2
東洋 3
日本 4
武蔵野 1
明治薬科 1
明星 2
目白 1
立教 2
立正 1
麻布 2
神奈川 3
神奈川工科 1
鎌倉女子 1
関東学院 1
横浜薬科 1

[短期大学]

転
出
者
・
退
職
者

職　名 教科(科目)等 氏　名 転出先等
教　諭 国語 丸 山 義 昭 定年退職　長岡高校
教　諭 数学 成 田 裕 子 松代高校
教　諭 数学 金 井 祐 一 上越総合技術高校
教　諭 理科（化学） 石 田 幸 蒔 国際情報高校
教　諭 理科（生物） 馬 場 吉 弘 十日町高校
教　諭 保健体育 石 田　 憲 新津工業高校
教　諭 英語 高橋紀美子 長岡高校
常勤講師 理科（物理） 伊 藤 正 寛 日本文理高校
常勤講師 保健体育 羽 田 瑛 子 退職
常勤講師 英語 高 橋 剛 士 佐渡高校
非常勤講師 数学 罇　知世子 退職
非常勤講師 芸術（音楽） 宮 島 理 恵 退職
非常勤講師 情報 大 崎 友 也 退職
臨時的任用職員 司書 伊 部 彩 華 退職

転
　
入
　
者

職　名 教科(科目)等 氏　名 転入元等
教　諭 国語 内 田 正 幸 長岡高校
教　諭 数学 竹 内 大 輔 塩沢商工高校
教　諭 数学 山 田　 勉 長岡向陵高校
教　諭 理科（化学） 長 井 悠 人 安塚高校
教　諭 理科（生物） 磯 野 昌 彦 十日町総合高校
教　諭 保健体育 村 田 浩 二 長岡工業高校
教　諭 英語 金子賢太郎 糸魚川高校
教　諭 英語 村 井 陽 太 新採用
主任司書 主任司書 立　 恵 子 小千谷高校
常勤講師 保健体育 砂 原 拓 翔 新任用
非常勤講師 数学 渡 邊　 晃 新任用
非常勤講師 英語 宮 島 俊 郎 新任用

平成28年度末・29年度初 新潟県立柏崎高等学校人事異動

[私立大学]

　

同
窓
会
紙
の
題
字
「
怒

濤
」
を
見
て
考
え
た
。
自
分

が
生
徒
の
時
は
、
深
く
意
味

も
考
え
ず
、
難
し
い
言
葉
が

並
ん
で
い
て
し
か
も
7
番
ま

で
あ
る
校
歌
を
必
死
に
な
っ

て
暗
記
し
た
。
大
人
に
な
っ

て
じ
っ
く
り
と
意
味
を
読
み

返
し
て
み
る
と
、
母
校
や
地

元
へ
の
愛
と
誇
り
に
満
ち
た
、

い
い
校
歌
だ
な
あ
と
感
じ
る
。

題
字
に
な
ぜ
あ
え
て
「
怒
濤
」

と
い
う
言
葉
を
選
ん
だ
の
か

は
分
か
ら
な
い
が
、
世
界
は

今
ま
さ
に
逆
巻
き
寄
す
る
日

本
海
の
よ
う
に
荒
れ
狂
っ
て

い
る
。
2
番
の
歌
詞
の
よ
う

に
剛
毅
勇
健
誠
実
の
意
気
で

世
の
中
の
荒
波
を
乗
り
越
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
代
か
も
し
れ
な
い
。

ハンドボール部男女
陸上部・卓球部男子
　北信越大会出場

編
集
後
記

８月５日（土）／柏崎市産業文化会館
記念文化講演会〔文化ホール（１F）〕（一般公開･入場無料）

  （開　場：14：00）
 　講演会：14：30 ～ 16：00

総　会・懇親会〔大ホール（3F）〕（会費3,500円）

  （開　場：16：00）
 　母校吹奏楽部演奏：16：35 ～
 　総　会：17：00 ～
 　懇親会：18：00 ～ 20：00
　　　　　　　　　　 招待恩師
　　•横澤　康良 先生〔英語〕（1983-1989）

　　•遠藤　春治 先生〔数学〕（1999-2002）

柏中・柏高同窓会 総会柏中・柏高同窓会 総会
2017年

⃝演　題　「間違いだらけのスポーツ医学」
　　　　　　　－これではお金も人も動かない－
⃝講　師　　筑波大学体育系教授　宮川 俊平 氏（高24回卒）
学　歴（大学以上）：
	 1974年4月	 筑波大学医学専門学群　入学
	 1980年3月	 　　　同　　上　　　　卒業
職　歴：
	 1980年5月31日	 医籍登録
	 1980年6月	 筑波大学蹴球部チームドクター～現在
	 1982年4月	 住友金属蹴球団（現鹿島アントラーズ）チームドクター～現在
	 1984年1月	 サッカー日本代表Bチーム海外遠征帯同
	 1985年4月	 日本体育協会公認スポーツドクター～現在
	 1987年1月	 日本サッカー協会医学委員会委員～現在
	 1987年3月27日	 整形外科専門医取得
	 1994年9月	 サッカー日本代表チームドクター（～ 1998年6月30日）
	 2002年12月1日	 筑波大学助教授体育科学系（～ 2004年3月31日）
	 2007年7月1日	 筑波大学体育系教授～現在
学会活動等：
	 1980年7月	 日本整形外科学会会員～現在
	 1981年5月	 日本臨床スポーツ医学会会員～現在
	 1993年9月	 日本体力医学会会員～現在
	 2001年11月	 日本臨床スポーツ医学会評議員～現在
	 2001年12月8日	 日本体育協会公認スポーツ指導者（スポーツドクター）功労賞	表彰
	 2004年7月	 European	College	of	Sports	Science	会員～現在
	 2008年1月	 American	College	of	Sports	Medicine	会員～現在

記念文化講演会

　
　
　
　
（
要
約
）　　
　
　

　

当
市
に
お
い
て
は
、
人
口

減
少
お
よ
び
少
子
高
齢
化
の

進
展
に
よ
る
様
々
な
分
野
で

の
担
い
手
不
足
や
地
域
経
済

の
縮
小
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
た
め
、
第
五
次
総
合
計
画

を
策
定
し
、
各
種
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
少
し
で

も
定
住
人
口
の
増
加
に
つ
な

げ
る
た
め
、
会
報
へ
の
寄
稿

お
よ
び
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
に
か
か

わ
る
チ
ラ
シ
の
送
付
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
崎
市
よ
り
、
次
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

人
口
の
増
加
は
、
当
同
窓

会
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
全
員

の
悲
願
で
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ま

に
帰
っ
て
来
て
い
た
だ
き
た

い
と
、
心
よ
り
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は

し
ば
ら
く
続
け
ま
す
。
新
潟

県
か
ら
の
折
込
も
、
併
せ
て

ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

（
事
務
局
よ
り
）



　

潮
風
マ
ラ
ソ
ン
に
ラ
ン

ナ
ー
三
千
人
、
ス
タ
ッ
フ

八
百
人
が
集
ま
っ
た
。
す
ご

い
数
で
あ
る
。
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
暑
い
日
射
し
を
跳
ね

返
す
。
私
は
ハ
ー
フ
を
走
っ

た
が
、
メ
ッ
チ
ャ
き
つ
い
し

熱
い
。
水
を
か
ぶ
り
ド
リ
ン

ク
剤
を
飲
み
ゴ
ー
ル
し
た
。

タ
イ
ム
は
年
々
遅
く
な
る
が

60
才
に
な
っ
た
の
で
仕
方
が

な
い
。

　

こ
の
題
の
主
人
公
は
同
期

の
小
川
君
で
あ
る
。
昨
年
の

同
窓
会
で
私
が
55
才
か
ら
の

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
話
し
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
彼

は
柏
高
時
代
に
800
ｍ
走
で
名

を
轟
か
せ
た
ラ
ン
ナ
ー
だ

が
、
あ
れ
か
ら
40
余
年
。
し

か
も
還
暦
。
走
り
を
決
意
し

た
も
の
の
デ
ビ
ュ
ー
の
鯖
石

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
（
ハ
ー
フ
）

は
最
後
尾
を
パ
ト
カ
ー
と
併

走
し
た
。「
ア
カ
ン
」
こ
れ

で
闘
魂
が
甦
っ
た
の
で
あ

る
。

　

Ｑ
ち
ゃ
ん
の
師
匠
で
あ
る

小
出
監
督
の
本
を
教
典
と
し

練
習
開
始
。
ラ
ッ
プ
も
メ

ニ
ュ
ー
も
忠
実
に
ひ
た
す
ら

に
本
人
曰
く
「
修
業
僧
」
の

様
に
取
り
組
ん
だ
。
全
て
は

初
マ
ラ
ソ
ン
に
向
け
て
。

　

本
番
二
週
間
前
に
初
め
て

一
緒
に
走
っ
た
。
初
フ
ル
な

の
で
緊
張
す
る
と
謙
遜
し
た

が
か
な
り
の
練
習
量
を
感
じ

た
。
修
業
僧
の
如
く
淡
々
と

走
る
。
私
は
練
習
不
足
の
吟

遊
詩
人
。
最
後
は
バ
テ
た
。

一
生
一
回
の
当
日
を
迎
え
た

が
、
難
コ
ー
ス
を
小
出
監
督

の
指
示
通
り
走
り
五
時
間
切

れ
の
快
挙
。
ま
だ
行
け
る
。

走
れ
小
川
君
！ 

　

柏
崎
高
校
を
卒
業
し
て
早

三
十
六
年
、
そ
の
後
の
初
め

二
十
年
近
く
の
間
は
、
出
身

高
校
を
特
に
意
識
す
る
こ
と

は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
小
学
校
や
中
学
校

の
同
期
生
と
の
結
び
つ
き
の

ほ
う
が
、
は
る
か
に
強
か
っ

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
年
月
が
経
つ
に

つ
れ
、
柏
高
を
意
識
す
る
機

会
は
、
い
や
が
上
に
も
増
え

て
い
き
ま
し
た
。
職
場
の
上

司
・
先
輩
・
同
僚
・
後
輩
、

仕
事
上
の
相
手
先
の
方
々
、

縁
あ
っ
て
連
れ
添
う
こ
と
と

な
っ
た
埼
玉
県
在
住
で
あ
っ

た
妻
の
父
も
柏
高
卒
業
生
、

そ
し
て
二
人
の
子
供
も
柏
高

進
学
・
卒
業
…
…

　

考
え
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は

当
た
り
前
の
こ
と
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
若
い
こ
ろ
は
地
縁

や
血
縁
に
よ
り
、
守
ら
れ
育

ま
れ
る
環
境
で
日
々
を
送
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
年
齢
を

経
る
に
つ
れ
、
社
会
に
も
ま

れ
、
た
く
さ
ん
の
赤
の
他
人

様
と
お
付
き
合
い
し
、
社
会

と
の
結
び
つ
き
や
責
任
も

徐
々
に
増
し
て
く
る
。
ま
し

て
は
、
柏
崎
に
社
会
人
と
し

て
暮
ら
し
て
い
れ
ば
、
広
く

ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
同
窓
生

諸
氏
と
接
し
、関
係
を
持
ち
、

助
け
ら
れ
る
機
会
が
増
え
て

く
る
の
は
当
然
で
す
。

　

在
校
生
や
若
い
同
窓
生
の

皆
様
に
と
っ
て
、
自
分
も
少

し
は
縁
を
持
た
せ
て
も
ら
い

役
に
立
て
る
一
員
と
な
っ
て

い
る
か
、
そ
ん
な
こ
と
に
時

た
ま
思
い
を
巡
ら
せ
る
こ
と

が
で
き
る
年
齢
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
３
月
16
日

（
木
）、
柏
中
・
柏
高
同
窓
会

の
入
会
式
が
、
午
後
一
時
か

ら
柏
崎
市
民
プ
ラ
ザ
波
の

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
高
69
回
と
な
る
新

入
会
員
181
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
進
行
は
昨
年
度
卒
業
生

の
熊
谷
泰
知
君
で
す
。

　

土
田
新
吾
同
窓
会
長
（
高

16
回
）
か
ら
「
同
窓
会
は
ゆ

る
や
か
な
繋
が
り
だ
が
価
値

は
あ
る
、
是
非
大
事
に
し
て

欲
し
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
、

そ
の
後
来
賓
の
関
西
柏
会
の

村
田
仙
二
会
長
（
高
11
回
）、

東
京
柏
会
の
永
井
伸
幹
事

（
高
20
回
）、
新
潟
柏
会
の
山

田
修
会
長
（
高
17
回
）
か
ら
、

激
励
と
歓
迎
の
挨
拶
が
あ
り
、

各
支
部
で
総
会
が
開
催
さ
れ

る
の
で
連
絡
先
を
最
寄
り
の

事
務
局
に
知
ら
せ
て
欲
し
い

と
付
け
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
と
歓
談
の
中
で
、
参

加
者
は
親
し
い
友
達
や
先
生

方
と
三
年
間
の
思
い
出
を
か

み
し
め
合
っ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
第
69
回
生
幹
事

の
自
己
紹
介
と
代
表
の
佐
藤

駿
介
君
の
「
こ
れ
ま
で
諸
先

輩
か
ら
色
々
と
ご
支
援
頂
い

た
が
、
こ
れ
か
ら
は
同
窓
生

の
一
員
と
し
て
母
校
の
発
展

に
寄
与
で
き
る
よ
う
精
進
し

て
い
き
た
い
」
と
の
力
強
い

挨
拶
が
あ
り
、
校
歌
・
応
援

歌
を
斉
唱
し
会
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

　

盛
夏
の
候
、
同
窓
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
益
々

御
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
当
会

に
格
別
な
御
理
解
と
御
協
力

を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

柏
崎
高
校
で
は｢

右
文
尚

武｣

を
校
是
と
し
、
こ
れ
を

支
援
す
る
会
を｢

奨
学
会｣

と
称
し
、
保
護
者
、
教
職
員
、

賛
同
す
る
個
人
、
団
体
又
は

法
人
と
幅
広
い
方
々
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
般
的
に
、
学
校
の
生
徒

の
保
護
者
と
教
職
員
に
よ

る
教
育
団
体
を｢

Ｐ
Ｔ
Ａ｣

と
呼
び
、
柏
崎
高
校
も
立
派

な
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
あ
り
、
し
っ
か

り
と
し
た
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で

は
学
校
の
教
育
活
動
を
十
分

に
満
た
せ
て
い
な
い
の
が
現

状
で
す
。

　

そ
こ
で
、
更
な
る
支
持
ま

た
は
後
援
す
る
者
の
集
ま
り

を
一
般
的
に
後
援
会
（
当
校

で
は
奨
学
会
）
と
呼
び
支
援

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
当
校

奨
学
会
の
最
近
の
具
体
的
事

業
は｢

生
徒
の
ク
ラ
ブ
活

動｣
｢

夏
期
学
習
合
宿｣

｢

進
路
講
演
会｣

｢

吹
奏
楽
の

楽
器
の
購
入｣

｢

Ｓ
Ｓ
Ｈ
事

業｣ ｢

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

の
懸
垂
幕｣

｢

プ
ー
ル
フ
ロ

ア
の
購
入｣

｢

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動｣

等
々
の
助
成
で
す
。

　

教
育
活
動
が
活
発
に
な

り
、
そ
の
成
果
が
上
が
る
程

に
支
援
は
益
々
必
要
に
な
り

ま
す
。
少
子
高
齢
化
時
代

を
迎
え
て
奨
学
会
の
個
人
会

員
・
団
体
会
員
が
年
々
減
少

し
、
資
金
は
先
細
っ
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

側
聞
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、｢

奨
学
会｣

の
存
在
を

知
ら
な
い
、｢

奨
学
会｣

の

名
称
は
知
っ
て
い
た
が
組
織

の
活
動
内
容
や
参
加
の
方

法
を
分
か
ら
な
い
方
々
が
多

い
と
聞
き
ま
す
。
母
校
の
た

め
な
ら
も
っ
と
応
援
・
支
援

し
た
い
と
言
う
声
も
聞
き
ま

す
。
是
非
、
こ
の
奨
学
会
に

御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ

き
、母
校
の
生
徒
が
思
い
き
っ

て
力
を
発
揮
で
き
ま
す
よ
う

ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
出
費
多

端
な
折
り
誠
に
恐
縮
に
存
じ

ま
す
が
、
当
会
の
趣
旨
に
ご

賛
同
い
た
だ
き
た
く
下
記
口

座
へ
、
あ
る
い
は
学
校
事
務

局
へ
直
接
納
入
を
お
願
い
い

た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
　
　

　

終
わ
り
に
、
同
窓
の
皆
様

の
御
健
勝
を
御
祈
念
申
し
上

げ
、
お
願
い
か
た
が
た
御
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 　

仁
木
賢
さ
ん
が
社
長
を
務

め
る
柏
崎
エ
コ
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
（
市
内
荒
浜
３
）
で

製
造
・
販
売
し
て
い
る
有
機

肥
料
「
元
気
ゆ
う
き
君
」
が

ベ
ト
ナ
ム
北
部
の
サ
バ
村
の

バ
ラ
・
ラ
ン
園
で
使
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
こ
の
ほ
ど
分

か
り
、
現
地
か
ら
そ
の
様
子

を
伝
え
る
写
真
が
仁
木
さ
ん

の
も
と
に
届
い
た
。

　

元
気
ゆ
う
き
君
は
魚
の
ア

ラ
な
ど
を
原
料
に
作
ら
れ
た

特
殊
有
機
肥
料
。
稲
作
や
畑

作
な
ど
に
利
用
さ
れ
、
同
肥

料
を
使
っ
た
農
家
の
米
は
毎

年
全
国
各
地
で
優
秀
賞
に
輝

い
て
い
る
。

　

仁
木
賢
社
長
に
よ
る
と
ベ

ト
ナ
ム
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
に
あ

る
「
ト
コ
ン
タ
ッ
プ
・
サ
イ

ゴ
ン
Ｊ
Ｓ
Ｃ
」の
子
会
社「
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
・
オ
ー
シ
ャ
ン
・

カ
ン
パ
ニ
ー
」（
東
京
）
か

ら
の
情
報
。
花
の
水
耕
栽
培

が
盛
ん
に
な
り
始
め
た
ベ
ト

ナ
ム
で
は
、
そ
れ
に
適
し
た

有
機
肥
料
の
需
要
が
高
ま
っ

て
い
る
と
い
う
。

　

現
在
、
予
約
を
入
れ
な
い

と
手
に
入
り
に
く
い
元
気
ゆ

う
き
君
だ
が
、
そ
の
成
り
立

ち
は
平
成
13
年
５
月
に
施
行

さ
れ
た
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
法

が
契
機
。

　

柏
崎
観
光
協
会
を
母
体
と

し
て
生
ま
れ
た
柏
崎
観
光
事

業
協
同
組
合
が
ホ
テ
ル
や
旅

館
、
料
亭
な
ど
の
組
合
員
か

ら
出
る
魚
の
ア
ラ
な
ど
の
生

ゴ
ミ
を
収
集
。
そ
れ
を
有
機

肥
料
と
し
て
再
生
し
て
市
内

の
農
家
が
米
や
野
菜
な
ど
を

作
っ
て
再
び
組
合
員
が
使
用

す
る
リ
サ
イ
ク
ル
を
確
立
し

よ
う
と
試
み
た
。

　

今
で
は
市
内
大
手
ス
ー

パ
ー
で
同
肥
料
を
使
用
し
た

野
菜
が
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
販
売
さ
れ
て
お
り
、
広
く

一
般
市
民
か
ら
好
評
を
得
て

い
る
。

　
「
元
気
ゆ
う
き
君
は
地
産

地
消
の
か
な
め
」
と
仁
木
社

長
は
話
し
て
い
る
。
夢
は
元

気
ゆ
う
き
君
に
よ
る
柏
崎

米
、
柏
崎
野
菜
の
ブ
ラ
ン
ド

化
だ
。

　

米
や
野
菜
の
素
材
の
良
さ

を
生
か
し
た
地
産
地
消
の
食

の
ブ
ラ
ン
ド
化
は
観
光
柏
崎

の
復
活
・
再
生
に
は
欠
か
せ

な
い
。

　

同
肥
料
の
ブ
ラ
ン
ド
化

が
進
む
一
方
で
今
年
２
月
、

一
般
社
団
法
人
有
機
Ｊ
Ａ

Ｓ
資
材
評
価
協
議
会
か
ら

有
機
農
産
物
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格

適
合
の
判
定
を
受
け
た
。

さ
ら
に
環
境
省
が
策
定
し

た
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
認

定
・
登
録
も
現
在
、
最
終
段

階
に
あ
る
。

　

ネ
ッ
ト
通
販
大
手
の
「
ア

マ
ゾ
ン
」
を
は
じ
め
、
こ
の

と
こ
ろ
急
速
に
引
き
合
い
が

増
加
し
て
い
る
と
い
う
。「
元

気
ゆ
う
き
君
」
は
、「
海
の

ま
ち
柏
崎
」
が
は
ぐ
く
ん
だ

製
品
だ
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…・

ベ
ト
ナ
ム
で
草
花
栽
培
に
使

用
さ
れ
て
い
る
有
機
肥
料

「
元
気
ゆ
う
き
君
」

え
ん
ま
市
の
　
　
　
　

　
　
は
じ
ま
り
―
馬
市

　

二
百
年
以
上
の
歴
史
を
も

つ
こ
の
市
は
、
閻
魔
堂
の
あ

る
本
町
通
り
を
中
心
に
、
全

国
各
地
か
ら
六
百
店
ち
か
い

露
店
が
あ
つ
ま
り
、
村
上
の

村
上
大
祭
、
新
潟
の
蒲
原
大

祭
と
と
も
に
、
県
内
三
大
高

市
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
は

じ
ま
り
は
馬
市
で
し
た
。
現

在
の
よ
う
な
見
世
物
、
露
店

の
市
に
な
っ
た
の
は
、
江
戸

時
代
文
政
の
頃
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
馬
市
が
六
月
の
衣

替
の
季
節
に
あ
た
り
、
呉
服

市
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

田
植
え
も
終
わ
っ
た
こ
と
で

も
あ
り
、
娯
楽
の
要
素
も
多

く
な
っ
た
の
で
す
。

馬
市
の
う
つ
り
か
わ
り

　

馬
市
は
当
初
八
坂
町
か
ら

浜
に
か
け
て
開
か
れ
て
い
ま

し
た
。
三
百
五
十
年
前
の
寛

文
年
間
に
下
町
（
四
・
五
丁

目
）
に
、
寛
政
年
間
に
は
七

丁
目
閻
魔
堂
境
内
に
移
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
春
日
に
馬

市
が
た
つ
よ
う
に
な
り
ま

す
。
旗
本
七
千
石
安
藤
氏
の

陣
屋
が
あ
っ
た
あ
た
り
で

す
。
春
日
義
民
騒
動（
一
揆
）

が
お
こ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

春
日
の
馬
市
に
は
、
七
・

八
百
頭
の
馬
が
あ
つ
ま
り
、

周
辺
の
松
林
一
帯
は
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。
昭
和
十
八
年
頃

ま
で
つ
づ
き
ま
し
た
。
こ
の

春
日
の
馬
市
と
な
ら
ん
で
、

椎
谷
の
馬
市
も
有
名
で
す
。

三
百
年
以
上
前
か
ら
始
ま
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
今

で
も
石
造
り
の
馬
小
屋
が
あ

り
ま
す
。
こ
こ
の
馬
市
も

三
百
年
以
前
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
椎
谷
の
街
の
ま
ん
な

か
か
ら
、
観
音
坂
の
登
り
口

ま
で
、
道
の
両
端
に
馬
を
つ

な
ぐ
柵
が
つ
く
ら
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
浜
に
市
が
た
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
椎
谷

の
浜
は
明
治
中
頃
ま
で
は
、

海
ま
で
六
十
ｍ
、
大
正
十
年

頃
は
二
十
五
ｍ
も
あ
り
ま
し

た
。高
浜
小
学
校
の
門
柱
が
、

最
近
ま
で
、
海
の
中
に
立
っ

て
い
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
こ
ろ
は
四
千
頭
か
ら

八
千
頭
の
馬
が
集
ま
り
ま
し

た
。
浜
辺
に
は
馬
小
屋
が
立

ち
、
道
の
両
側
に
は
見
世
物

小
屋
や
店
も
並
び
ま
し
た
。

し
か
し
し
だ
い
に
砂
浜
が
な

く
な
り
、
交
通
の
便
も
よ
く

な
っ
て
、
産
地
に
直
接
買
い

に
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
馬
市
は
さ
び
れ
て

き
ま
し
た
。
東
北
か
ら
や
っ

て
き
た
馬
は
、
ほ
と
ん
ど
長

野
県
内
に
売
ら
れ
て
い
き
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
の
椎
谷
の

馬
市
も
春
日
の
そ
れ
と
同
じ

昭
和
十
八
年
に
幕
を
と
じ
た

の
で
す
。

　

ど
う
し
て
こ
れ
ほ
ど
の
全

国
的
な
馬
市
が
柏
崎
地
方
で

お
こ
な
わ
れ
た
の
か
は
、
わ

か
り
ま
せ
ん
。

え
ん
ま
市
の
今

　

馬
市
が
お
わ
る
と
冬
が
お

わ
り
夏
の
始
ま
り
に
な
り
ま

す
。
閻
魔
堂
前
は
三
階
建
の

茶
屋
が
あ
り
、
馬
の
わ
ら
じ

を
売
っ
て
い
ま
し
た
。
す
こ

し
前
ま
で
は
、
え
ん
ま
市
は

生
活
用
品
の
露
店
も
あ
り
ま

し
た
が
、
今
で
は
食
べ
物
店

ば
か
り
に
な
り
ま
し
た
。
ヤ

キ
ソ
バ
、
お
好
み
焼
き
、
タ

コ
焼
き
、
カ
ラ
揚
げ
等
々
。

こ
の
頃
は
、
牛
の
放
牧
も
お

こ
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
佐

渡
の
牛
を
小
舟
で
鯨
波
ま
で

運
び
放
し
飼
い
に
し
ま
し

た
。
二
百
五
十
年
ほ
ど
前
の

こ
と
で
す
。
上
州
屋
は
「
塔

之
原
松
林
」、
今
の
御
野
立

公
園
あ
た
り
、
与
左
衛
門
は

「
御
所
の
入
」、
上
の
寺
小
路

妙
智
寺
大
門
奥
の
高
台
あ
た

り
で
、
夏
を
す
ご
し
信
濃
・

飛
騨
地
方
へ
売
ら
れ
て
い
っ

た
そ
う
で
す
。
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当
番
幹
事
　三
井
田
　幸
一
（
高
27
回
）

　60
才
か
ら
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン

　雑
　 感

当
番
幹
事
　柴
野
　高
至
　（高
33
回
）

土田新吾会長 村田仙二関西柏会会長 永井伸東京柏会幹事

山田修新潟柏会会長 高69回幹事の皆さん 高69回幹事代表佐藤駿介君

同窓会入会式
ゆるやかな繋がりを大切に

高69回

卒業回(卒業年/月） 件数 納入額
〔旧制中学校〕
29回（昭和８/３） 1 2,000
30回（昭和９/３） 1 2,000
31回（昭和10/３） 0 0
32回（昭和11/９） 0 0
33回（昭和12/３） 0 0
34回（昭和13/３） 1 2,000
35回（昭和14/３） 2 4,000
36回（昭和15/３） 1 2,000
37回（昭和16/３） 2 4,000
38回（昭和17/３） 5 10,000
39回（昭和18/３） 4 8,000
40回（昭和19/３） 6 12,000
41回（昭和20/３） 18 36,000
42回（昭和20/３） 19 38,000
43回（昭和21/３） 5 10,000
44回（昭和22/３） 14 56,000
45回（昭和23/３） 9 18,000
46回（昭和24/３） 2 4,000
〔高等学校〕
１回（昭和24/３） 7 14,000
２回（昭和25/３） 21 42,000
３回（昭和26/３） 43 85,000
４回（昭和27/３） 46 93,000
５回（昭和28/３） 44 88,000
６回（昭和29/３） 64 130,000
７回（昭和30/３） 60 118,000
８回（昭和31/３） 62 124,000
９回（昭和32/３） 57 113,000
10回（昭和33/３） 63 126,000
11回（昭和34/３） 79 163,000
12回（昭和35/３） 52 104,000
13回（昭和36/３） 64 128,000
14回（昭和37/３） 72 144,000
15回（昭和38/３） 49 97,000
16回（昭和39/３） 62 126,000
17回（昭和40/３） 74 150,000
18回（昭和40/３） 103 206,000
19回（昭和42/３） 76 152,000
20回（昭和43/３） 95 190,000
21回（昭和44/３） 65 130,000
22回（昭和45/３） 77 154,000
23回（昭和46/３） 74 148,000
24回（昭和47/３） 50 100,000
25回（昭和48/３） 57 114,000

卒業回(卒業年/月） 件数 納入額
〔高等学校〕
26回（昭和49/３） 45 100,000
27回（昭和50/３） 69 138,000
28回（昭和51/３） 67 134,000
29回（昭和52/３） 40 84,000
30回（昭和53/３） 45 90,000
31回（昭和54/３） 43 86,000
32回（昭和55/３） 24 48,000
33回（昭和56/３） 30 60,000
34回（昭和57/３） 18 36,000
35回（昭和58/３） 32 64,000
36回（昭和59/３） 24 48,000
37回（昭和60/３） 25 50,000
38回（昭和61/３） 25 52,000
39回（昭和62/３） 16 32,000
40回（昭和63/３） 10 22,000
41回（平成元/３） 22 44,000
42回（平成２/３） 15 30,000
43回（平成３/３） 18 36,000
44回（平成４/３） 11 22,000
45回（平成５/３） 13 26,000
46回（平成６/３） 11 22,000
47回（平成７/３） 10 20,000
48回（平成８/３） 5 10,000
49回（平成９/３） 8 16,000
50回（平成10/３） 8 16,000
51回（平成11/３） 6 12,000
52回（平成12/３） 4 8,000
53回（平成13/３） 9 17,000
54回（平成14/３） 7 14,000
55回（平成15/３） 5 10,000
56回（平成16/３） 7 14,000
57回（平成17/３） 6 12,000
58回（平成18/３） 7 14,000
59回（平成19/３） 13 25,000
60回（平成20/３） 12 23,000
61回（平成21/３） 9 17,000
62回（平成22/３） 5 10,000
63回（平成23/３） 10 20,000
64回（平成24/３） 20 40,000
65回（平成25/３） 9 18,000
66回（平成26/３） 14 28,000
67回（平成27/３） 23 46,000
68回（平成28/３） 23 46,000

計 2,429 4,907,000

◆ 会費（同窓会運営費）を納めていだき、誠にありがとうございます。
◆ 会の円滑な運営のため、今後とも皆さまのご協力をお願い申し上げます。

運営費納入のお知らせ
（平成28年6月1日～平成29年5月31日）

学習合宿への援助

全国大会出場懸垂幕 吹奏楽部の楽器購入

会
長
　小
野
　敏
夫
（
高
16
回
）

奨
学
会
か
ら
の
お
願
い

一
般
社
団
法
人
　新
潟
県
立
柏
崎
高
等
学
校
奨
学
会

■ 年会費　１口　5,000 円 … 何口でもかまいません。
■ 振込先　柏崎信用金庫　本店
■ 受取人　㈳新潟県立柏崎高等学校奨学会

 　　　　普通預金  ００６５３３１
　年会費納入の受領書は、振込の場合、振込の用紙の受領書をもって
かえさせていただきますので、あらかじめ御了承願います。

がんばれ！同窓生 13

有
機
肥
料
の

製
造
工
程
の
前
で

有
機
肥
料
の

製
造
工
程
の
前
で

柏
崎
エ
コ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
社
長

　
　
　
　

　仁
木

　
　賢 

さ
ん

　仁
木

　
　賢

高
17
回
卒

がんばれ！同窓生

柏
崎
エ
コ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
社
長

　
　
　
　

　仁
木

　
　賢

柏
崎
エ
コ
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
社
長

　
　
　
　

　仁
木

　
　賢
さ
ん
高
17
回
卒

海
の
ま
ち
が
は
ぐ
く
ん
だ
有
機
肥
料
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高
二
十
四
回
卒
生
は
、
卒

業
し
て
か
ら
約
半
世
紀
を
過

ご
し
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
途
上
、
才
能
を
惜
し
ま

れ
な
が
ら
旅
立
っ
た
者
、
遠

回
り
、
先
回
り
を
し
て
き
た

者
な
ど
の
こ
と
を
思
い
浮
か

べ
な
が
ら
時
々
同
期
会
に
集

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
を
静
か
に
思
い
遣

り
、
い
さ
さ
か
躓
い
た
者
に

暖
か
な
視
線
を
送
る
そ
ん
な

年
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
活
は
か
な
り
自

由
な
校
風
の
中
で
過
ご
し

ま
し
た
。
二
本
の
白
線
が

入
っ
た
帽
子
、
被
る
意
味
を

話
し
合
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
校
内
球
技
大
会
は
全

ク
ラ
ス
の
対
抗
戦
で
上
級

生
に
勝
っ
た
り
も
し
ま
し

た
。
エ
ン
ト
リ
ー
制
の
実
力

テ
ス
ト
と
い
う
も
の
が
あ

り
、
全
学
年
が
同
じ
試
験
問

題
に
挑
戦
し
、
成
績
順
位
が

校
長
室
の
あ
る
廊
下
に
張

り
出
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。

二
年
で
は
誰
だ
な
な
ど
と

秀
才
達
が
話
し
合
っ
て
い

ま
し
た
。
米
山
登
山
、
帰
り

の
八
号
線
で
先
輩
と
い
っ

し
ょ
に
女
子
大
生
の
車
を

ヒ
ッ
チ
ハ
イ
ク
す
る
そ
ん

な
楽
し
み
も
あ
り
ま
し
た
。

　

校
内
に
は
切
磋
琢
磨
の
土

壌
と
お
か
し
な
一
体
感
が
あ

り
ま
し
た
。
い
ま
、
高
校
生

は
元
気
に
楽
し
ん
で
い
る
で

し
ょ
う
か
。

　

貴
重
な
三
年
間
を
そ
の
後

輝
く
た
め
の
下
積
み
生
活
に

す
る
こ
と
な
く
、
自
由
を
広

げ
て
い
く
起
点
に
し
て
ほ
し

い
気
が
し
ま
す
。

　

還
暦
記
念
に
同
期
会
で
打

ち
上
げ
た
ス
タ
ー
マ
イ
ン
、

次
は
古
希
？
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会
の
円
滑
な
運
営
の
た
め

　
会
費
を
納
め
て
い
た
だ
き
た
く
、

　
　
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

　
　
　
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
か
っ
た
。
新
聞
を
見
る
と

Iraq invaded Kuwait

と
書
い
て
あ
る
。
湾
岸
戦
争

の
始
ま
り
だ
っ
た
。
シ
ャ
キ

ヤ
は
「
ネ
パ
ー
ル
は
た
ぶ

ん
ゴ
ル
カ
兵
を
出
す
。
ク

ウ
ェ
ー
ト
を
助
け
に
行
く
。

日
本
は
ど
う
す
る
ん
だ
？
」

と
言
っ
て
い
る
。

　
「
日
本
は
・
・
・
・
」
と

私
は
答
え
に
詰
ま
っ
た
。
そ

の
こ
と
が
私
の
Ｕ
タ
ー
ン
の

き
っ
か
け
の
一
つ
と
な
っ

た
。
三
十
年
近
く
が
経
ち
、

私
は
こ
の
立
場
で
「
怒
涛
」

に
寄
稿
す
る
こ
と
に
な
る
と

は
思
い
も
し
な
か
っ
た
。

　

私
は
二
十
七
年
前
Ｕ
タ
ー

ン
し
た
。
私
の
父
も
柏
崎
商

業
を
卒
業
し
た
後
、
東
京
で

働
い
て
い
た
が
そ
の
後
戻
り
、

柏
崎
信
用
金
庫
で
長
年
お
世

話
に
な
っ
た
。
私
の
長
男
も

関
西
で
農
業
関
係
の
会
社
に

内
定
を
頂
い
て
い
た
が
、
私

が
こ
の
よ
う
な
立
場
に
な
っ

た
の
で
急
遽
戻
り
、
私
が
経

営
し
て
い
た
学
習
塾
を
引
き

継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。

　

私
自
身
は
東
京
杉
並
に
あ

る
女
子
美
術
大
学
附
属
高
等

学
校
で
五
年
間
教
員
を
務

め
、
辞
め
、
柏
崎
に
戻
り
、

今
に
至
る
。
女
子
美
は
素

晴
ら
し
い
学
校
で
あ
っ
た
。

チ
ャ
ー
ミ
ン
グ
な
生
徒
た
ち

で
あ
っ
た
。
今
で
も
「
た
ん
ね

の
あ
か
り
」
は
じ
め
多
く
の

お
付
き
合
い
、
つ
な
が
り
が

あ
る
。あ
り
が
た
い
こ
と
だ
。

　

私
は
そ
の
女
子
美
を
捨

て
、
そ
れ
で
も
未
だ
助
け
ら

れ
て
い
る
。
柏
崎
は
か
つ
て

私
を
厳
し
く
鍛
え
、
そ
し
て

助
け
て
く
れ
た
。
私
は
柏
崎

の
た
め
に
全
力
を
尽
く
す
。

ふ
る
さ
と
と
は
そ
う
い
う
と

こ
ろ
で
あ
る
。
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
、
定
住
。
柏
崎
に
皆
さ
ん

の
力
を
、
セ
ン
ス
を
、
思
い

を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。
お
願

い
し
ま
す
。

柏
崎
に
戻
る
と
い
う
選
択
肢

柏
崎
市
長　

桜 

井 

雅 

浩

（
高
33
回
）

『
母
校
は
』

当
番
幹
事
長
　
山
　
田
　
　
秀

（
高
24
回
）

『
母
校
は
』

当
番
幹
事
長
　
山
　
田
　
　
秀

（
高
24
回
）

【野球部】
○第136回北信越地区高

等学校野球新潟県大会
2回戦 5－1 塩沢商工
3回戦 2－3 長岡商

【バスケットボール部】
◆男子
○第71回近県バスケット

ボール大会
柏崎79－55長岡高専
柏崎58－71新潟南

○春季上越地区大会
第3位

○県総体　ベスト16
柏崎103－84中越
柏崎73－78十日町

◆女子
○第71回近県バスケット

ボール大会
柏崎 37－53 長岡

○春季上越地区大会
第3位

○県総体
柏崎43－64新潟清心女子

【バレーボール部】
◆男子
○柏崎選手権　第2位
○春季地区大会

1回戦0－2高田
○県総体

1回戦2－0塩沢商工
2回戦0－2北越

◆女子
○柏崎選手権　第2位
○春季地区大会第3位

○県総体
1回戦1－2新潟商業

【サッカー部】
○春季地区大会　第3位

準決勝 1－2 高田
3決 5－1 関根学園

○県総体
1回戦2－1三条東
2回戦0－7日本文理

【ハンドボール部】
◆男子
○春季地区大会　第2位
○県総体　第3位
◆女子
○春季地区大会　第4位
○県総体　第3位

【陸上競技部】
◆男子
○春季上越地区大会
 100m 1位 山﨑智晴
 200m 1位 山﨑智晴
 5000m 8位 毛見　直
 400mH 3位 小林陸玖
　　　　　5位 大林歩夢
 3000mSC 2位 毛見　直
  6位 内山　光
 4×100mR　3位

秋元、山﨑、生田、伊勢
 4×400mR  5位

伊勢、山﨑、萩野、小林
 走高跳 6位 和田栄祐
 棒高跳 3位 伊勢隼人
  4位 生田峰之
  6位 小林陸玖
 三段跳 5位 大橋寛人
 八種競技5位 和田栄祐
○県総体
 100m 4位 山﨑智晴
 200m 6位 山﨑智晴
 棒高跳 4位 伊勢隼人
  8位 生田峰之

以上山﨑、伊勢の2名
北信越大会出場

◆女子
○春季上越地区大会
 100m 1位 永井あかね
  7位 小野花織
 200m 1位 永井あかね
  5位 戸田七海
 400m 1位 永井あかね
  5位 戸田七海
 800m 7位 室星咲彩
 1500m 5位 室星咲彩
 3000m 6位 室星咲彩
 100mH 1位 加藤多英
  3位 松井愛音
 4×100mR　7位

勝海、永井、下條、小野
 4×400mR　2位

戸田、永井、勝海、武田
 走高跳 2位 真貝　葵
  8位 下條怜香
 棒高跳 2位 熊木菜緒
  3位 勝海新奈
  4位 小野花織
 走幅跳 2位 小野花織
  8位 武田沙来
 円盤投 5位 伏江眞奈
 やり投 4位 伏江眞奈
  8位 下條怜香
 七種競技3位 下條怜香
  6位 松井愛音
○県総体
 200m 6位 永井あかね
 400m 3位 永井あかね
 100mH 8位 加藤多英
 4×100mR　7位

小野、永井、戸田、勝海
 走高跳 7位 真貝　葵
 棒高跳 2位 熊木菜緒
  4位 勝海新奈
  6位 小野花織
 走幅跳 7位 小野花織
 七種競技 6位 下條怜香

以上永井、熊木、勝海の
3名北信越大会出場

【ソフトテニス部】
◆男子
○春季上越地区大会

個人戦　ベスト8
　村山海斗・金子祐大
団体戦　準優勝

2回戦 2－1柏崎常盤
準決勝2－1関根学園
決勝　1－2新潟産大附属

○県総体
団体戦　ベスト16

2回戦2－1小千谷西
3回戦1－2新発田南

◆女子
○春季上越地区大会

個人戦
ベスト4
　田村真奈実・加藤柚衣
ベスト8
　山本　蘭・山口真由
ベスト16
　松田未来・猪浦春香
ベスト16
　永井千尋・品川明里
以上4ペア県総体出場
権獲得
団体戦　優勝

2回戦 3－0柏崎常盤
準決勝2－0高田北城
決勝　2－0新潟産大附属

○県総体
団体戦　ベスト8

2回戦 3－0燕中等
3回戦 2－0十日町
準々決勝0－2中越

【卓球部】
◆男子
○春季上越地区大会

学校対抗戦3位
県総体出場権獲得

シングルス戦 
ベスト4 　新保雄也
ベスト16　中濱拓哉

ベスト24　大渕　歩
以上3名県総体出場権獲得

○県総体
学校対抗戦

日本文理3－2柏崎
ダブルス戦

ベスト16
　中濱・新保ペア

シングルス戦
ベスト8　新保雄也

北信越大会出場権獲得
◆女子
○春季上越地区大会

学校対抗戦4位
県総体出場権獲得

シングルス戦
ベスト16 高橋沙弥
 松木　礼
ベスト24 片山萌花
 綱島　英
ベスト27 安中まひる

以上5名県総体出場権
獲得

○県総体
学校対抗戦

新津3－2柏崎
ダブルス戦

ベスト32
　片山・綱島ペア
　安中・高橋ペア

シングルス戦
ベスト32　片山萌花

【バドミントン部】
○春季地区大会
◆男子

シングルス
2位　佐々木　葉

◆女子
シングルス

優勝 眞貝佳央梨
3位 田邉芽久

ダブルス
優勝

　眞貝佳央梨・田邉芽久
3位
　小笠原葵・北村奈緒

○県総体
◆男子

学校対抗戦
2回戦3－1阿賀黎明
3回戦2－3高田農業

シングルス出場
　佐々木　葉

◆女子
学校対抗戦

2回戦3－2新潟商業
3回戦1－3佐渡総合

ダブルス出場
眞貝佳央梨・田邉芽久
小笠原葵・北村奈緒

シングルス出場
　眞貝佳央梨、田邉芽久

【テニス部】
○春季地区大会
◆女子

シングルス
優勝　平野有芽
ベスト8　須田千晴
 志賀　南

ダブルス
ベスト8
　平野有芽・須田千晴
　長井梨里・志賀南

○県総体
◆男子

団体　1回戦0－3長岡
◆女子

団体　2回戦3－0小出
　　　3回戦0－2新潟南

【写真部】
○高文連写真専門部

第21回撮影大会
　入選　大谷一葉

【吹奏楽部】
○第13回演奏会開催

4月22日アルフォーレ

各部活動の足跡

　

一
九
九
〇
年
八
月
三
日
、

私
は
ネ
パ
ー
ル
の
首
都
カ
ト

マ
ン
ド
ゥ
の
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

に
い
た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
の
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
、
サ
フ
ァ
リ
、
ラ

フ
テ
ィ
ン
グ
を
終
え
て
体
力

も
お
金
も
使
い
果
た
し
、
一

泊
五
〇
〇
円
の
部
屋
で
帰
国

の
便
を
待
っ
て
い
た
の
だ
。

　

朝
、
シ
ャ
キ
ヤ
と
い

う
ネ
パ
ー
ル
の
少
年
が

RisingNepal

と
い
う
英

字
新
聞
を
持
っ
て
飛
び

込
ん
で
き
た
。「
マ
サ
ヒ

ロ
！
日
本
は
ど
う
す
る
ん

だ
？
」
私
は
訳
が
分
か
ら

母
校
の
今
年
度
進
路
状
況

　

柏
崎
高
等
学
校
の
平
成
28
年
度
大
学
入
試
等
の
結
果

が
ま
と
ま
っ
た
。
卒
業
生
182
名
中
、
国
公
立
大
学
進
学

者
は
60
名
、
私
立
大
学
進
学
者
は
83
名
、
そ
の
他
、
短

期
大
学
3
名
、
専
門
学
校
17
名
、
就
職
1
名
、
そ
の
他

18
名
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。
四
年
制
大
学
と
短
期
大

学
を
合
わ
せ
た
大
学
等
進
学
率
は
80
％
で
、
昨
年
よ
り

9
％
低
下
し
、
国
公
立
、
私
立
大
学
と
も
に
難
関
大
学

の
進
学
者
数
が
少
な
か
っ
た
。
難
関
国
立
大
学
は
筑
波

大
学
1
名
、
大
阪
大
学
1
名
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
医
学

部
医
学
科
に
は
新
潟
大
学
医
学
部
医
学
科
に
2
名
進
学

し
た
。
大
学
別
の
進
学
者
数
は
次
の
通
り
。

[国公立大学] 大　学 進学
新潟医療福祉 4
新潟工科 1
新潟青陵 1
新潟薬科 1
金沢工業 2
愛知学院 1
びわこ成蹊スポーツ 1
京都女子 1
同志社 1
龍谷 1
近畿 1
天理 1
九州看護福祉 1

大　学 進学
北見工業 1
釧路公立 1
秋田県立 1
秋田公立美術 1
山形 2
会津 1
福島 1
茨城 1
筑波 1
群馬 2
前橋工科 2
埼玉 2
埼玉県立 3
千葉 1
神奈川県立保健福祉 1

大　学 進学
上越教育 1
長岡技術科学 2
新潟 18
新潟県立 1
新潟県立看護 1
富山 4
富山県立 1
金沢 2
都留文科 1
信州 2
大阪 1
島根 1
広島 1
長野 3

大　学 進学
長野県短大 1
富山福祉短大 1
東京交通短大 1

大　学 進学
北翔 1
国際医療福祉 1
女子栄養 1
獨協 1
文教 2
秀明 2
千葉工業 3
桜美林 1
杏林 1

大　学 進学
慶応義塾 1
駒澤 2
昭和女子 1
白梅学園 1
実践女子 1
専修 4
大正 3
拓殖 1
玉川 1
中央 2
津田塾 1
帝京 1
帝京科学 1
東海 2
東京家政 1
東京工科 2

大　学 進学
東京農業 2
東京福祉 2
東洋 3
日本 4
武蔵野 1
明治薬科 1
明星 2
目白 1
立教 2
立正 1
麻布 2
神奈川 3
神奈川工科 1
鎌倉女子 1
関東学院 1
横浜薬科 1

[短期大学]

転
出
者
・
退
職
者

職　名 教科(科目)等 氏　名 転出先等
教　諭 国語 丸 山 義 昭 定年退職　長岡高校
教　諭 数学 成 田 裕 子 松代高校
教　諭 数学 金 井 祐 一 上越総合技術高校
教　諭 理科（化学） 石 田 幸 蒔 国際情報高校
教　諭 理科（生物） 馬 場 吉 弘 十日町高校
教　諭 保健体育 石 田　 憲 新津工業高校
教　諭 英語 高橋紀美子 長岡高校
常勤講師 理科（物理） 伊 藤 正 寛 日本文理高校
常勤講師 保健体育 羽 田 瑛 子 退職
常勤講師 英語 高 橋 剛 士 佐渡高校
非常勤講師 数学 罇　知世子 退職
非常勤講師 芸術（音楽） 宮 島 理 恵 退職
非常勤講師 情報 大 崎 友 也 退職
臨時的任用職員 司書 伊 部 彩 華 退職

転
　
入
　
者

職　名 教科(科目)等 氏　名 転入元等
教　諭 国語 内 田 正 幸 長岡高校
教　諭 数学 竹 内 大 輔 塩沢商工高校
教　諭 数学 山 田　 勉 長岡向陵高校
教　諭 理科（化学） 長 井 悠 人 安塚高校
教　諭 理科（生物） 磯 野 昌 彦 十日町総合高校
教　諭 保健体育 村 田 浩 二 長岡工業高校
教　諭 英語 金子賢太郎 糸魚川高校
教　諭 英語 村 井 陽 太 新採用
主任司書 主任司書 立　 恵 子 小千谷高校
常勤講師 保健体育 砂 原 拓 翔 新任用
非常勤講師 数学 渡 邊　 晃 新任用
非常勤講師 英語 宮 島 俊 郎 新任用

平成28年度末・29年度初 新潟県立柏崎高等学校人事異動

[私立大学]

　

同
窓
会
紙
の
題
字
「
怒

濤
」
を
見
て
考
え
た
。
自
分

が
生
徒
の
時
は
、
深
く
意
味

も
考
え
ず
、
難
し
い
言
葉
が

並
ん
で
い
て
し
か
も
7
番
ま

で
あ
る
校
歌
を
必
死
に
な
っ

て
暗
記
し
た
。
大
人
に
な
っ

て
じ
っ
く
り
と
意
味
を
読
み

返
し
て
み
る
と
、
母
校
や
地

元
へ
の
愛
と
誇
り
に
満
ち
た
、

い
い
校
歌
だ
な
あ
と
感
じ
る
。

題
字
に
な
ぜ
あ
え
て
「
怒
濤
」

と
い
う
言
葉
を
選
ん
だ
の
か

は
分
か
ら
な
い
が
、
世
界
は

今
ま
さ
に
逆
巻
き
寄
す
る
日

本
海
の
よ
う
に
荒
れ
狂
っ
て

い
る
。
2
番
の
歌
詞
の
よ
う

に
剛
毅
勇
健
誠
実
の
意
気
で

世
の
中
の
荒
波
を
乗
り
越
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
代
か
も
し
れ
な
い
。

ハンドボール部男女
陸上部・卓球部男子
　北信越大会出場

編
集
後
記

８月５日（土）／柏崎市産業文化会館
記念文化講演会〔文化ホール（１F）〕（一般公開･入場無料）

  （開　場：14：00）
 　講演会：14：30 ～ 16：00

総　会・懇親会〔大ホール（3F）〕（会費3,500円）

  （開　場：16：00）
 　母校吹奏楽部演奏：16：35 ～
 　総　会：17：00 ～
 　懇親会：18：00 ～ 20：00
　　　　　　　　　　 招待恩師
　　•横澤　康良 先生〔英語〕（1983-1989）

　　•遠藤　春治 先生〔数学〕（1999-2002）

柏中・柏高同窓会 総会柏中・柏高同窓会 総会
2017年

⃝演　題　「間違いだらけのスポーツ医学」
　　　　　　　－これではお金も人も動かない－
⃝講　師　　筑波大学体育系教授　宮川 俊平 氏（高24回卒）
学　歴（大学以上）：
	 1974年4月	 筑波大学医学専門学群　入学
	 1980年3月	 　　　同　　上　　　　卒業
職　歴：
	 1980年5月31日	 医籍登録
	 1980年6月	 筑波大学蹴球部チームドクター～現在
	 1982年4月	 住友金属蹴球団（現鹿島アントラーズ）チームドクター～現在
	 1984年1月	 サッカー日本代表Bチーム海外遠征帯同
	 1985年4月	 日本体育協会公認スポーツドクター～現在
	 1987年1月	 日本サッカー協会医学委員会委員～現在
	 1987年3月27日	 整形外科専門医取得
	 1994年9月	 サッカー日本代表チームドクター（～ 1998年6月30日）
	 2002年12月1日	 筑波大学助教授体育科学系（～ 2004年3月31日）
	 2007年7月1日	 筑波大学体育系教授～現在
学会活動等：
	 1980年7月	 日本整形外科学会会員～現在
	 1981年5月	 日本臨床スポーツ医学会会員～現在
	 1993年9月	 日本体力医学会会員～現在
	 2001年11月	 日本臨床スポーツ医学会評議員～現在
	 2001年12月8日	 日本体育協会公認スポーツ指導者（スポーツドクター）功労賞	表彰
	 2004年7月	 European	College	of	Sports	Science	会員～現在
	 2008年1月	 American	College	of	Sports	Medicine	会員～現在

記念文化講演会

　
　
　
　
（
要
約
）　　
　
　

　

当
市
に
お
い
て
は
、
人
口

減
少
お
よ
び
少
子
高
齢
化
の

進
展
に
よ
る
様
々
な
分
野
で

の
担
い
手
不
足
や
地
域
経
済

の
縮
小
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
な
ど
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
た
め
、
第
五
次
総
合
計
画

を
策
定
し
、
各
種
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
少
し
で

も
定
住
人
口
の
増
加
に
つ
な

げ
る
た
め
、
会
報
へ
の
寄
稿

お
よ
び
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
に
か
か

わ
る
チ
ラ
シ
の
送
付
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

柏
崎
市
よ
り
、
次
の
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。

　

人
口
の
増
加
は
、
当
同
窓

会
は
も
ち
ろ
ん
、
市
民
全
員

の
悲
願
で
す
。

　

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ま

に
帰
っ
て
来
て
い
た
だ
き
た

い
と
、
心
よ
り
願
っ
て
お
り

ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は

し
ば
ら
く
続
け
ま
す
。
新
潟

県
か
ら
の
折
込
も
、
併
せ
て

ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

（
事
務
局
よ
り
）


